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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体通信システム内でポイントツーマルチポイントサービスの受信を希望する移動体
端末の数をネットワークでカウントできるようにするために移動体端末から前記ネットワ
ークへメッセージを伝送する方法であって、この方法は、
　ネットワーク側から前記ポイントツーマルチポイントサービスと関連した応答要求メッ
セージを受信するステップと、
　前記移動体端末が制御データを交換するために前記ネットワーク側と接続され、コアネ
ットワークとはパケット交換のための接続が行われていない、前記移動体端末がＲＲＣ接
続（Radio Resource Control-connected）、かつＰＭＭアイドル（Packet Mobility Mana
gement-idle）モードである場合は、応答メッセージを伝送するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記応答要求メッセージは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、
専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと専用トラ
ンスポートチャネルの組合せのうち、いずれか１つを介して受信されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チャネルの組合せは前記端末の動作状態に基づいて決まることを特徴とする請求項
２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記端末がＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態のとき、前記応答要求メッセージは共通論理チャネル
と共通トランスポートチャネルの組合せを介して受信されることを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記端末がＵＲＡ＿ＰＣＨ状態のとき、前記応答要求メッセージは、共通論理チャネル
と共通トランスポートチャネルの組合せを介して受信されることを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項６】
　前記端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態のとき、前記応答要求メッセージは、共通論理チャ
ネルと共通トランスポートチャネルの組合せ及び専用論理チャネルと共通トランスポート
チャネルの組合せのうち、いずれか１つを介して受信されることを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項７】
　前記端末がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のとき、前記応答要求メッセージは、共通論理チャネ
ルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャ
ネルの組合せ、専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せのうち、いずれ
か１つを介して受信されることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記端末がＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態のとき、前記応答メッセージは共通論理チャネルと共
通トランスポートチャネルの組合せを介して伝送されることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　前記端末がＵＲＡ＿ＰＣＨ状態のとき、前記応答メッセージは共通論理チャネルと共通
トランスポートチャネルの組合せを介して伝送されることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態のとき、前記応答メッセージは共通論理チャネルと
共通トランスポートチャネルの組合せ及び専用論理チャネルと共通トランスポートチャネ
ルの組合せのうち、いずれか１つを介して伝送されることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記端末がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のとき、前記応答メッセージは共通論理チャネルと共
通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの
組合せ、専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せのうち、いずれか１つ
を介して伝送されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　無線移動体通信システムのネットワーク内でポイントツーマルチポイントサービスの受
信を希望する移動体端末の数をカウントするために多数の移動体端末とメッセージを交換
する方法であって、この方法は、
　前記多数の端末のうち、少なくとも１つ以上の端末に応答要求メッセージを伝送するス
テップと、
　前記多数の端末のうち、少なくとも１つの端末が制御データを交換するために前記ネッ
トワーク側と接続され、コアネットワークとはパケット交換のための接続が行われていな
い、前記少なくとも１つの端末がＲＲＣ接続（Radio Resource Control-connected）、か
つＰＭＭアイドル（Packet Mobility Management-idle）モードである場合は、少なくと
も１つの応答メッセージを受信するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記多数の端末のうち、少なくとも１つから受信した応答メッセージの数がしきい値よ
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り少ない場合、前記ネットワークはポイントツーポイントタイプ無線ベアラーを確立する
ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記多数の端末のうち、少なくとも１つから受信した応答メッセージの数がしきい値を
越える場合、前記ネットワークはポイントツーマルチポイントタイプ無線ベアラーを確立
することを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記応答要求メッセージは、前記コアネットワークと制御データの交換のための接続が
設定されていない多数の端末の各々に共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの
組合せを介して伝送されることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記応答要求メッセージは、前記コアネットワークと制御データの交換のための接続が
設定されている多数の端末の各々に共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組
合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと専
用トランスポートチャネルの組合せのうち、いずれか１つを介して伝送されることを特徴
とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記チャネルの組合せは前記応答要求メッセージが伝送される多数の端末のそれぞれの
動作状態に基づいて決まることを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記多数の端末のそれぞれがＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態及びＵＲＡ＿ＰＣＨ状態のうち、い
ずれか１つであるとき、前記応答要求メッセージは共通論理チャネルと共通トランスポー
トチャネルの組合せを介して伝送されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記多数の端末のそれぞれがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態のとき、前記応答要求メッセージ
は共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ及び専用論理チャネルと共通
トランスポートチャネルのうち、いずれか１つを介して伝送されることを特徴とする請求
項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記多数の端末のそれぞれがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のとき、前記応答要求メッセージは
共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トラ
ンスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せ
のうち、いずれか１つを介して伝送されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　前記多数の端末のそれぞれがＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態のとき、前記少なくとも１つの応答
メッセージは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せを介して受信され
ることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　前記多数の端末のそれぞれがＵＲＡ＿ＰＣＨ状態のとき、前記少なくとも１つの応答メ
ッセージは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せを介して受信される
ことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２３】
　前記多数の端末のそれぞれがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のとき、前記少なくとも１つの応答
メッセージは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネ
ルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと専用トランスポートチャ
ネルの組合せのうち、いずれか１つを介して受信されることを特徴とする請求項１７に記
載の方法。
【請求項２４】
　移動体通信システム内でポイントツーマルチポイントサービスの受信を希望する移動体
端末の数をネットワークでカウントできるようにするために前記ネットワークへメッセー
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ジを伝送する移動体端末であって、前記移動体端末は、
　前記ネットワークから前記ポイントツーマルチポイントサービスと関連した応答要求を
受信し、前記ネットワークへ応答メッセージを伝送するように構成されたＲＦモジュール
と、
　ユーザから情報を入力するキーパッドと、
　前記ネットワークと制御データ交換のための接続状態を格納する格納ユニットと、
　前記ユーザに情報を伝達するディスプレイと、
　前記ネットワークから受信された前記応答要求を処理するように構成され、前記移動体
端末が制御データを交換するために前記ネットワーク側と接続され、コアネットワークと
はパケット交換のための接続が行われていない、前記移動体端末がＲＲＣ接続（Radio Re
source Control-connected）、かつＰＭＭアイドル（Packet Mobility Management-idle
）モードである場合は、応答メッセージを伝送するように前記ＲＦモジュールを制御する
プロセッシングユニットと
　を含むことを特徴とする移動体端末。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汎用移動体通信システム（ＵＭＴＳ;Universal Mobile Telecommunications
 System）においてマルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭ
Ｓ;Multimedia Broadcast／Multicast Service）などのサービスを提供する方法及び装置
に関し、より詳しくは、ネットワークからのサービス応答要求メッセージに対する応答に
よって得られた、移動体端末の数にしたがって無線ベアラータイプを選択する方法及び装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　汎用移動体通信システムは、ヨーロッパ標準であるＧＳＭ（Global System for Mobile
 communications）システムから進化した第３世代の移動体通信システムである。ＵＭＴ
ＳはＧＳＭコアネットワークと広帯域符号分割多元接続技術に基づいて強化された移動体
通信サービスを提供することを目標とする。
【０００３】
　図１には従来のＵＭＴＳネットワーク構造が示されている。移動体端末２またはユーザ
機器（ＵＥ）がＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ Terrestrial Radio Access Network）６を介して
コアネットワーク４に接続されている。ＵＴＲＡＮ６はＵＥ２とコアネットワーク４との
間の通信のための無線アクセスベアラー（bearer）を、終端間のサービス品質要件を満た
すように構成し、維持し、管理する。
【０００４】
　ＵＴＲＡＮ６は少なくとも一つの無線ネットワークサブシステム８を含み、これはコア
ネットワークに対するアクセスポイントとして動作する一つのＲＮＣ１０と対応するＲＮ
Ｃにより管理される少なくとも一つのノードＢ１２を含む。ＲＮＣ１０は、セルの複数の
ＵＥ２に対して共通無線リソースを割り当てて管理する制御ＲＮＣ（controlling ＲＮＣ
）と、セルの特定のＵＥに対して専用無線リソースを割り当てて管理するサービングＲＮ
Ｃ（serving ＲＮＣ）とに論理的に分類される。各々のノードＢ１２は少なくとも一つの
セルを管理する。
【０００５】
　コアネットワーク４は提供されるサービスのタイプによって回線交換（ＣＳ）ドメイン
とパケット交換（ＰＳ）ドメインとに分けられる。ＣＳドメインはＵＴＲＡＮ６へのアク
セスポイントとして動作する移動体スイッチングセンター（ＭＳＣ;Mobile Switching Ce
nter）１４及び外部ネットワークへのアクセスポイントとして動作するゲートウェイ移動
体スイッチングセンター（ＧＭＳＣ;Gateway Mobile Switching Center）１６を含む。Ｐ
ＳドメインはＵＴＲＡＮ６へのアクセスポイントとして動作するサービングＧＰＲＳ支援
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ノード（ＳＧＳＮ;Serving GSN Support Node）１８及び外部ネットワークへのアクセス
ポイントとして動作するゲートウェイＧＰＲＳ支援ノード（ＧＧＳＮ;Gateway GPRS Supp
ort Node）２０を含む。
【０００６】
　ＣＳドメインにおいて、コアネットワーク４のアクセスポイントはＩｕ－ＣＳインター
フェースを介したＭＳＣ１４である。ＰＳドメインにおいて、コアネットワーク４のアク
セスポイントはＩｕ－ＰＳインターフェースを介したＳＧＳＮ１８である。ビジター位置
レジスタ（ＶＬＲ;Visitor Location Register）２２とホーム位置レジスタ（ＨＬＲ;Hom
e Location Register）２４がユーザ登録情報を管理する。
【０００７】
　ＵＥ２とＵＴＲＡＮ６との間のエアーインターフェース（Ｕｕ;air interface）は、例
えばＵＥとＵＴＲＡＮのＲＮＣ１０のデータ伝送を提供するサービスなど、無線ベアラー
の設定、再構成、解除のための無線リソース制御（ＲＲＣ;Radio Resource Control）層
（図示しない）を含む。
【０００８】
　ＵＥのＲＲＣ層と対応するＲＮＣ１０のＲＲＣ層が接続されて、ＲＲＣメッセージの双
方向伝送を提供する場合、ＵＥ２はＲＲＣ接続モードにあると呼ばれる。ＲＲＣ接続がな
い場合、ＵＥ２はＲＲＣアイドルモードにあると呼ばれる。
【０００９】
　ＲＲＣ接続ＵＥ２のサービングＲＮＣ１０はセルごとにＵＥ２を認識して管理する。一
方、ＲＲＣアイドルＵＥ２はセルごとに認識されず、ＲＮＣ１０には見えない。したがっ
て、コアネットワーク４のＭＳＣ１４またはＳＧＳＮ１８は、位置単位またはルーティン
グ領域単位などより大きい領域を用いてＲＲＣアイドルＵＥ２を管理する。
【００１０】
　パワーアップ時、ＵＥ２はデフォルトでＲＲＣアイドルモードにある。必要の場合、Ｒ
ＲＣアイドルＵＥ２はＲＲＣ接続プロシージャによってＲＲＣ接続モードに遷移する。
【００１１】
　ＲＲＣ接続は、例えば呼出を行ったりＲＮＣ１０からのページングメッセージに応答す
るためにアップリンクデータ伝送が必要な場合に設定される。ＲＲＣ接続はＵＥ２をＵＴ
ＲＡＮ６のＲＮＣ１０に接続させる。しかしながら、例えばＭＢＭＳ等のサービスを受信
するためには、ＵＥ２はコアネットワーク４（ＭＳＣ１４またはＳＧＳＮ１８）に接続さ
れなければならない。サービスの制御のためのコアネットワーク４へのＵＥ２の接続は、
サービスのタイプによってＣＳ接続またはＰＳ接続である"シグナルリング接続（signali
ng connection）"によりなされる。
【００１２】
　ＵＥ２とＳＧＳＮ１８との間のＰＳ接続はＲＲＣ接続とＩｕ－ＰＳ接続を含む。ＰＳ接
続が存在すると、ＵＥ２はパケット移動性管理（ＰＭＭ;Packet Mobility Management）
接続モードにあると呼ばれる。このような接続が存在しない場合、ＵＥ２はＰＭＭアイド
ルモードにあると呼ばれる。
【００１３】
　一つのＵＥ２は、２つのシグナルリング接続、例えばＣＳ接続とＰＣ接続の両方を有し
、ＲＲＣ接続は１つだけを有する。ＲＲＣ接続ＵＥ２はシグナルリング接続を持たず、こ
れによりそのＵＥ２はＲＮＣ１０のみにより管理され、サービスを受信することができな
い。
【００１４】
　特定のＭＢＭＳに参加するためには、ＲＲＣ接続とＩｕ－ＰＳ接続の両方とも、または
、ＰＳ接続が求められ、これを通してＵＥ２がＳＧＳＮ１８に接続される。ＭＢＭＳ参加
ＵＥ２はＰＳ接続を維持することによって、ＲＲＣ接続モードとして残る。サービスの終
了時、ＵＥ２はＰＳ接続を切ることによりＲＲＣアイドルモードに遷移する。
【００１５】
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　ＭＢＭＳデータ伝送が差し迫り、ＵＥ２が例えばＭＢＭＳのデータを受信しようと待機
中の場合、ＳＧＳＮ１８はＲＮＣ１０に"セッション開始"メッセージを送る。ＲＮＣ１０
はＭＢＭＳデータを送信する前に少なくとも一回はＭＢＭＳ通知メッセージをＵＥ２に送
信する。
【００１６】
　ＭＢＭＳ通知メッセージは、共通論理チャネルとトランスポートチャネルの組合せによ
って送信される。ＭＢＭＳ通知の際、ＲＮＣ１０はセル内でＭＢＭＳに参加するＵＥ２の
数を認識またはカウントする。このように、カウントされたＵＥ２の数によって、特定の
ＭＢＭＳを提供するために無線ベアラーを設定するか否かを決定する。すなわち、設定す
る無線ベアラーがポイントツーマルチポイント（ｐ－ｔ－ｍ）タイプであるか、または、
ポイントツーポイント（ｐ－ｔ－ｐ）タイプであるか否かを判定する。無線ベアラーの適
切な設定によって、無線リソースの効率よい利用を保障することができる。
【００１７】
　図２は、ＭＢＭＳを提供するコアネットワーク４に複数のＵＥ２を接続する従来の接続
を図示する。ＲＮＣ１０は、まずＳＧＳＮ１８から情報を受信してＭＢＭＳを受信しよう
とするＵＥ２の数を判定する。ＭＢＭＳに参加し、他のサービスによりＲＲＣ接続モード
として残るＵＥ２の存在を認識すれば、ＳＧＳＮ１８はＲＮＣ１０にＰＭＭ接続ＵＥ２に
関する情報を提供する。
【００１８】
　具体的には、ＳＧＳＮ１８は、各ＵＥ２に割り当てられた固有識別子すなわちＩＤと、
ＵＥが参加している特定のサービスのＭＢＭＳ識別、またはサービスＩＤ情報など"初期"
ＵＥ２識別情報を提供する。ＲＮＣ１０はＭＢＭＳに参加中のＵＥ２の初期ＵＥ ＩＤを
格納し、これによりＭＢＭＳに参加中の複数のＵＥ２のうち、ＲＲＣ接続ＵＥの数をカウ
ントする。
【００１９】
　初期ＵＥ ＩＤはＲＲＣ接続状態に関係なくＵＥ２の識別を可能にし、これによってＭ
ＳＣ１４またはＳＧＳＮ１８等、コアネットワーク４のエンティティーによるＵＥの識別
を可能にする。初期ＵＥ ＩＤは、世界的に加入者の識別を可能にする国際移動体加入者
識別番号（ＩＭＳＩ;International Mobile Subscriber identity）、ＩＭＳＩのセキュ
リティのためにＣＳ接続を有するＵＥ２にＭＳＣ１４によって割り当てられた一時的移動
体加入者識別番号（ＴＭＳＩ;Temporary Mobile Subscriber identity）、または、ＰＳ
接続を有するＵＥにＳＧＳＮ１８によって割り当てられたパケットＴＭＳＩなどである。
【００２０】
　ＳＧＳＮ１８はＲＲＣアイドルＵＥ２を見ることができないので、ＲＮＣ１０は、ＭＢ
ＭＳ参加の後ＲＲＣアイドルモードに遷移したＵＥを、ＲＲＣ接続ＵＥと同一な方式でカ
ウントすることができない。ＲＲＣアイドルＵＥ２をカウントするために、ＲＮＣ１０は
共通論理チャネルとトランスポートチャネルの組合せによって、ＭＢＭＳ応答要求メッセ
ージを受信する各々のＲＲＣアイドルＵＥからＲＲＣ接続要求メッセージを受信する。Ｕ
Ｅから送信されたＲＲＣ接続要求メッセージは、共通論理チャネルとトランスポートチャ
ネルの組合せを使用して、ＵＥの存在をＲＮＣ１０に知らせる。ＲＲＣ接続要求メッセー
ジは、ＵＥ２が受信しようとするＭＢＭＳのサービスＩＤを含む。
【００２１】
　ＲＮＣ１０はＲＲＣアイドルＵＥ２の数をＲＲＣ接続ＵＥ２の数に加算して（これは、
ＳＧＳＮ１８から受信されるＰＭＭ接続ＵＥ情報に含まれる数である）、各セルでＭＢＭ
Ｓを受信しようとするＵＥ２の合計を決定する。ＲＮＣ１０はその合計をしきい値と比較
する。セルでＭＢＭＳを受信しようとするＵＥ２の数がしきい値以下ならば、ＲＮＣ１０
はｐ－ｔ－ｐＭＢＭＳ無線ベアラーを設定する。セルでＭＢＭＳを受信しようとするＵＥ
２の数がしきい値以上ならば、ＲＮＣ１０はｐ－ｔ－ｍＭＢＭＳ無線ベアラーを設定する
。サービスを受信しようとするＵＥ２が存在しなければセルに対してＭＢＭＳ無線ベアラ
ーが設定されない。
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【００２２】
　適切なＭＢＭＳ無線ベアラーを決定した後、ＲＮＣ１０はこれをＵＥ２に知らせる。特
定のＭＢＭＳに対してｐ－ｔ－ｐＭＢＭＳ無線ベアラーが設定されれば、サービスを受信
しようとする各ＵＥ２はＲＲＣ接続モードに遷移する。一方、ｐ－ｔ－ｍＭＢＭＳ無線ベ
アラーが設定されたときは、ｐ－ｔ－ｍ無線ベアラーが設定されるとＲＲＣアイドルＵＥ
２によるＭＢＭＳデータ受信が可能になるので、全てのＵＥ２がＲＲＣ接続モードとして
残る必要はない。
【００２３】
　ＲＮＣ１０は設定されたＭＢＭＳ無線ベアラーをＳＧＳＮ１８に知らせる。設定された
無線ベアラーを介してＭＢＭＳデータを送信する際に、ＳＧＳＮ１８は、まずセッション
開始メッセージを送信し、ある時間後にＭＢＭＳデータが続く。このような時間はセッシ
ョン開始メッセージに応答してＲＮＣ１０がＵＥ２にＭＢＭＳ通知を送り、ＵＥ２をカウ
ントして、ＭＢＭＳ無線ベアラーを決定するのに充分な時間である。
【００２４】
　ＭＢＭＳカウンティング機能を実施して適切なＭＢＭＳ無線ベアラーを決定する際に、
従来の方法を採択するＲＮＣ１０は、ＲＲＣ接続ＵＥ２に関する情報を受信する。ＲＲＣ
アイドルＵＥ２の数は、ＲＲＣ接続要求メッセージで、ＭＢＭＳ応答要求メッセージに応
答するＵＥ２の数により決定される。
【００２５】
　しかしながら、セル内の、ＭＢＭＳを受信しようとする全てのＲＲＣアイドルＵＥ２が
ＲＲＣ接続要求メッセージを送信する必要があるわけではない。従来の方法はＲＲＣ接続
モードにあり、かつＰＭＭアイドルモードにあるＵＥ２の数を決定できない。
【００２６】
　例えば、音声通信機能を実施するために、ＲＲＣアイドルモードに遷移し、ＭＢＭＳ通
知に対して待機中のＭＢＭＳ参加ＵＥ２によりＣＳ接続が設定されれば、ＲＲＣ接続はＰ
Ｃ接続なしに存在する。従来の方法では、ＳＧＳＮ１８がＲＮＣにＵＥの存在を知らせる
ことができないので、ＲＲＣ接続であるがＰＭＭアイドルであるＵＥ２がＲＮＣ１０のカ
ウントで省略される。
【００２７】
　セル内の、ＭＢＭＳに参加するＵＥ２のうち、ＲＲＣアイドルＵＥ２が非常に少なけれ
ば、ＵＥ２の誤ったカウントは重大な問題となる。ＲＲＣアイドルＵＥ２の数がｐ－ｔ－
ｍ無線ベアラーをトリガーするためのしきい値以下ならば、具体的な問題が発生する。
【００２８】
　例えば、セル内で特定のＭＢＭＳに参加する相当な多数のＵＥ２のうち、唯一つだけＲ
ＲＣアイドルモードでＭＢＭＳ通知のために待機し、残りは全てＣＳ接続を設定するため
にＲＲＣ接続モードに入る場合、大部分のＵＥ２がＲＲＣ接続モードとＰＭＭアイドルモ
ードにあるので、ＲＮＣ１０はこれらを認識できないのである。ＲＮＣ１０はＭＢＭＳを
受信しようとする唯一つのＵＥ２を従来の方法でカウントするため、ｐ－ｔ－ｐ無線ベア
ラーが設定される。ｐ－ｔ－ｐ無線ベアラーはセルでＭＢＭＳを受信しようとする多数の
ＵＥ２に対して充分でないリソースである。極端な場合、セルの全てのＵＥ２がＲＲＣ接
続モードとＰＭＭアイドルモードにあれば、従来の方法を使用してはＭＢＭＳを受信しよ
うとするＵＥ２がカウントできないことになるため、ＲＮＣ１０はＭＢＭＳデータの伝送
を全て停止させる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２９】
　したがって、要求される適切な無線ベアラーを適切に決定するためには、セルで特定の
サービスを受信するためにＲＲＣ接続を設定する必要がある移動体端末の数を正確にカウ
ンティングする方法及び装置が必要である。本発明はこのような必要性及びその他の必要
性に対処する。
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【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明は、サービス応答要求メッセージに対する応答によってネットワークから得られ
る、移動体端末の数にしたがって複数の移動体端末にサービスを提供する無線ベアラータ
イプを選択する方法及び装置に関する。具体的には、本発明はサービスを受信するために
接続を設定することを希望するＲＲＣ接続された移動体端末を含むカウントによって、設
定された無線ベアラータイプがサービスの受信を希望する全ての端末にサービスを提供す
るのに充分なものとなるように、ＭＢＭＳ無線ベアラータイプを容易に選択することがで
きる方法及び装置に関するものである。
【００３１】
　本発明の追加的な特徴及び利点は、以下の説明に開示されるはずであり、その一部は明
細書から自明であり、または、本発明の実施により学習することができる。本発明の目的
及びその他の利点は添付の図面だけでなく、以下に記述される明細書及び特許請求範囲か
ら具体的に提示される構造により達成できるはずである。
【００３２】
　このような利点及びその他の利点を達成するために、本発明によれば、以下に具体化さ
れ、広範囲に説明されるように、本発明は、ネットワークと接続されていなかったりまた
は、希望するサービスを受信するには不充分にネットワーク接続されている移動体端末を
カウントする一方、サービスを十分に受信できるようにネットワークに接続されている移
動体端末を前記カウントから除外することにより、複数の移動端末にサービスを提供する
に適切な無線ベアラータイプの判定を容易にするようにした、情報をネットワークに提供
する方法及び装置として実現される。具体的には、ＲＲＣアイドル状態、または、ＲＲＣ
接続状態であるが、ＰＭＭアイドル状態である移動端末は、ネットワークからの応答要求
メッセージに対して、移動通信システムでポイントツーマルチポイントサービスの受信を
希望する移動体端末の正確なカウントを容易にする応答を提供する。
【００３３】
　本発明の一態様では、移動体端末でサービスを受信するための方法が提供される。本方
法は、ネットワークからサービスと関連した応答要求メッセージを受信するステップと、
接続要求メッセージまたは通知応答メッセージをネットワークに伝送するステップとを含
む。接続要求メッセージは、ネットワーク側と制御データを交換するための接続が存在し
ない場合に伝送される。通知応答メッセージは、ネットワーク側と制御データを交換する
ための接続が存在する場合に伝送される。受信された接続要求メッセージと通知応答メッ
セージの数をカウントして、ネットワークが、設定するのに適切な無線ベアラーを決める
。
【００３４】
　接続要求メッセージを伝送するかまたは応答要求メッセージを伝送するかを決定する際
、移動体端末は接続がサービスを受信するに充分であるかどうかに関わらず、ネットワー
ク側と制御データを交換するための接続が存在しない場合、ＲＲＣアイドル状態にあると
考えられ、ネットワーク側と制御データを交換するための接続が存在する場合、ＲＲＣ接
続状態にあると考えられる。したがって、ネットワークと接続されていないで、サービス
の受信を希望する移動体端末は接続要求メッセージを伝送するが、ネットワークに接続さ
れており、サービスの受信を希望する移動体端末は、通知応答メッセージを伝送する。サ
ービスの受信を希望する全ての移動体端末が応答を提供するものであるため、移動体端末
の正確なカウントが容易になる。
【００３５】
　サービスはポイントツーマルチポイントである。移動体端末は移動体通信システムのサ
ービスに加入することが好ましい。
【００３６】
　また、本発明の一面によれば、応答要求メッセージは共通論理チャネルと共通トランス
ポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専
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用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せのうち、いずれか一つを通して受
信される。また、本発明の一面によれば、チャネル組合せは移動体端末の動作状態に基づ
いて決まる。
【００３７】
　また、移動体端末がＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態かＵＲＡ＿ＰＣＨのとき、応答要求メッセー
ジは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せを通して受信されるのが好
ましい。また、移動体端末がＵＲＡ＿ＦＡＣＨ状態のとき、応答要求メッセージは共通論
理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せまたは専用論理チャネルと共通トラン
スポートチャネルの組合せのいずれかを通して受信されるのが好ましい。移動体端末がＣ
ＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のとき、応答要求メッセージは共通論理チャネルと共通トランスポー
トチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論
理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せの、いずれか一つを通して受信される
ことが望ましい。
【００３８】
　また、本発明の一面によれば、通知応答メッセージは、共通論理チャネルと共通トラン
スポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、
専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せのうち、いずれか一つを通して
伝送される。また、本発明の一面によれば、チャネル組合せは移動体端末の動作状態に基
づいて決まる。
【００３９】
　また、本発明の一面によれば、移動体端末がＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態またはＵＲＡ状態の
とき、通知応答メッセージは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せを
通して伝送される。移動体端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態のとき、通知応答メッセージは
共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ及び専用論理チャネルと共通ト
ランスポートチャネルの組合せのうち、いずれか一つを通して伝送されるのが好ましい。
移動体端末がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のとき、通知応答メッセージは共通論理チャネルと共
通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの
組合せ、専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せのいずれか一つを通し
て伝送されるのが好ましい。
【００４０】
　また、本発明の一面によれば、ネットワーク側と制御データを交換するための接続が設
定されているか、ネットワーク側とパケット交換制御データを交換するための接続が設定
されていない場合に、通知応答メッセージが伝送され、ネットワーク側とパケット交換制
御データを交換するための接続が設定されている場合にメッセージが伝送されない。
【００４１】
　従って、ネットワークに接続されていない移動体端末と、ネットワークに接続されてい
るが、パケット交換制御データを交換するためのネットワーク接続が設定されていない移
動体端末のみが応答する。ネットワークは、適切な無線ベアラーを設定するために、接続
要求メッセージの数と、受信した通知応答メッセージの数をカウントし、サービスを十分
受信できる既存のネットワーク接続を有する移動体端末の数に関する追加の情報を利用す
る。
【００４２】
　また、本発明によれば、移動体通信システムにおいて特定のサービスに加入した端末で
のマルチメディアサービス受信方法であって、ネットワーク側から応答要求メッセージを
受信するステップと、ネットワーク側と制御データを交換するための接続が設定されてお
り、特定のサービスの受信を希望する場合、ネットワーク側でどの無線ベアラーが設定さ
れるのかを決めるために利用される通知応答メッセージをネットワーク側に伝送するステ
ップとを含むマルチメディアサービス受信方法が提供されている。
【００４３】
　通知応答メッセージを伝送するかどうかを決めるとき、ネットワーク側への制御データ
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交換のための接続が設定されていない場合、移動体端末はＲＲＣアイドル状態にあり、ネ
ットワーク側への制御データ交換のための接続が設定されている場合、その接続がパケッ
ト交換制御データを十分受信できるかどうかにかかわらず、移動体端末はＲＲＣ接続状態
にあるとする。移動体端末は無線移動体通信システムで特定のサービスに加入しているこ
とが望ましい。
【００４４】
　また、本発明によれば、無線移動体通信システムにおいて特定のサービスに加入した多
数の移動体端末にサービスを提供する方法であって、多数の移動体端末のうち、少なくと
も一つ以上の移動体端末に応答要求メッセージを伝送するステップと、多数の移動体端末
の少なくとも一つから接続要求メッセージと通知応答メッセージのうち、少なくとも一つ
を受信するステップと、受信された接続要求メッセージの数と通知応答メッセージの数の
合計を設定されたしきい値と比較するステップと、その比較結果によって無線ベアラーの
タイプを決めるステップと、を含むサービス提供方法が提供されていた。
【００４５】
　接続要求メッセージはコアネットワークとまだ交換制御データの交換のための接続がな
されていない移動体端末から受信され、通知応答メッセージはコアネットワークと交換制
御データのための接続がなされた移動体端末から受信される。サービスはポイントツーマ
ルチポイントサービスである。
【００４６】
　また、本発明の一面によれば、受信した接続要求メッセージの数と、受信した通知応答
メッセージの数の合計がしきい値より小さな場合、無線ベアラータイプはポイントツーポ
イントである。受信した接続要求メッセージの数と、受信した通知応答メッセージの数の
合計がしきい値より大きい場合、無線ベアラータイプはポイントツーマルチポイントであ
る。
【００４７】
　また、本発明の一面によれば、応答要求メッセージはコアネットワークと制御データの
交換のための接続が設定されていない多数の移動体端末の各々に、共通論理チャネルと共
通トランスポートチャネルの組合せを通して伝送される。また、本発明の一面によれば、
前記応答要求メッセージはコアネットワークと制御データの交換のための接続が設定され
ている多数の端末の各々に、共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、
専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと専用トラ
ンスポートチャネルの組合せのうち、いずれか一つを通して伝送される。また、本発明の
一面によれば、チャネルの組合せは応答要求メッセージが伝送される移動体端末の動作状
態に基づいて決まる。
【００４８】
　また、本発明の一面によれば、移動体端末がＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態及びＵＲＡ＿ＰＣＨ
状態のうちいずれか一つであれば、応答要求メッセージは共通論理チャネルと共通トラン
スポートチャネルの組合せを通して伝送される。移動体端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態の
とき、応答要求メッセージは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せか
、あるいは専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せのいずれかを通して
伝送されるのが好ましい。移動体端末がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のとき、応答要求メッセー
ジは共通論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通
トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組
合せうちいずれかを通して伝送されるのが好ましい。
【００４９】
　また、本発明によれば、無線移動体通信システムにおいて特定のサービスに加入した多
数の移動体端末にサービスを提供する方法であって、コアネットワークからそのコアネッ
トワークとパケット交換制御データの交換のための接続が設定された端末の数の指示情報
を受信するステップと、多数の移動体端末のうち、少なくとも一つに応答要求メッセージ
を伝送するステップと、多数の移動体端末のうち、少なくとも一つから接続要求メッセー
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ジと通知応答メッセージのいずれかを受信するステップと、コアネットワークとパケット
交換制御データ交換のための接続が設定されている端末の数と、受信された接続要求メッ
セージと通知応答メッセージの数の合計とを、予め設定したしきい値と比較するステップ
と、前記比較結果によって無線ベアラータイプを決めるステップを含むサービス提供方法
が提供される。
【００５０】
　接続要求メッセージはコアネットワークとまだ交換制御データのための接続がなされて
いない移動体端末から受信され、通知応答メッセージはコアネットワークと交換制御デー
タのための接続がなされた移動体端末から受信される。サービスはポイントツーマルチポ
イントサービスであることが望ましい。
【００５１】
　コアネットワークとパケット交換制御データを交換するための接続を有しない移動体端
末の数、受信した接続要求メッセージの数、受信した通知応答メッセージの数の合計がし
きい値より小さい場合、無線ベアラータイプはポイントツーポイントである。コアネット
ワークとパケット交換制御データを交換するための接続を有しない移動体端末の数、受信
した接続要求メッセージの数、受信した通知応答メッセージの数の合計がしきい値より大
きい場合、無線ベアラータイプはポイントツーマルチポイントである。
【００５２】
　本発明の他の態様では、移動体通信装置はネットワークからサービスを受信するように
設けられる。移動体通信装置はＲＦモジュール、アンテナ、キーパッド、格納ユニット、
プロセッシングユニットを含む。
【００５３】
　アンテナとＲＦモジュールはネットワークから応答要求を受信し、ネットワークに接続
要求を送信する。キーパッドはユーザが情報を入力させるものである。格納ユニットはネ
ットワークと制御データ交換のための接続状態を格納する。プロセッシングユニットはネ
ットワークから受信した応答要求を処理し、接続状態に基づいて接続応答を生成するため
の本発明の方法を実行する。
【００５４】
　接続応答は、接続状態がネットワークと制御データ交換のための接続が設定されていな
いことを指示すれば、接続要求メッセージを含む。一実施態様では、接続応答は、接続状
態がネットワークと制御データ交換のための接続が設定されていることを示す場合は、通
知応答メッセージを含む。他の実施態様では、接続応答は、接続状態がネットワークと制
御データ交換のための接続が設定されていることを指示し、かつパケット交換制御データ
を交換ための接続がネットワークとなされていない場合にのみ、通知応答メッセージを含
み、接続状態がネットワークとパケット交換制御データを交換するための接続があること
を示しているとき接続応答が伝送されない。
【００５５】
　本発明の他の実施態様では、ネットワークは移動体通信システムのサービスに参加して
いる複数の移動体端末にサービスを提供する。ネットワークは送信器、受信器、制御装置
を含む。
【００５６】
　送信器は、少なくとも一つの移動体端末に応答要求メッセージを伝送する。受信器は、
少なくとも一つの移動体端末から接続要求メッセージか通知応答メッセージを受信する。
【００５７】
　一実施態様において、制御装置は、受信した接続要求メッセージの数と受信した通知応
答メッセージの数の合計とを予め設定したしきい値と比較して、比較結果によって無線ベ
アラータイプを決定する本発明の方法を実行する。他の実施態様では、コアネットワーク
とパケット交換制御データの交換のための接続を持たない移動体端末の数の指示をコアネ
ットワークから受信し、コアネットワークとパケット交換制御データの交換のための接続
を持つ移動体端末の数、受信した接続要求メッセージの数、受信した通知応答メッセージ
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の数の合計を予め定めたしきい値と比較し、その比較に従って無線ベアラーのタイプを決
定する本発明の方法を制御装置が実行する。
【００５８】
　本発明の前述した説明及び以下の詳細な説明は例示的なことであり、特許請求範囲で請
求される本発明に対してより具体的な説明を提供するためのものであるという点が分かる
べきである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５９】
　本発明は、サービス応答要求メッセージに対する応答を介してネットワークから取得さ
れる、移動体端末のカウントにより複数の移動体端末にサービスを提供するための無線ベ
アラータイプを選択する方法及び装置に関するものであって、カウントはサービスを受信
するために接続を設定する必要があるネットワークに接続された移動体端末を含む。本発
明が移動体端末に対して開示されるが、ネットワークへの既存の接続を有する移動体通信
デバイスを含む複数の移動体通信デバイスにカウンティング演算を実施することによって
、サービスを提供するための無線ベアラータイプを選択することが要求される時であれば
何時でも本発明を利用することができる。
【００６０】
　添付の図面に例が図示された本発明の実施形態に関する詳細な参照がなされる。全体の
図面を通して同一または類似部分に対する参照は同一な参照番号が使われる。
【００６１】
　例えば、ＭＢＭＳ等の特定のサービスに対してコアネットワークから"セッション開始"
メッセージを受信すると、ＲＮＣ１０は、例えばＭＢＭＳ通知等のサービス通知を、セル
内でそのサービスを希望する例えばＵＥなどの移動体端末２に送信する。本発明によれば
、ＭＢＭＳ応答要求メッセージはＭＢＭＳ通知と共に送信され、応答要求メッセージがど
のＭＢＭＳに対応するかを受信ＵＥ２が確認できるようにするサービスＩＤを含む。
【００６２】
　ＭＢＭＳ応答要求メッセージは、ＲＲＣアイドルモードにあるＵＥ２だけでなく、ＲＲ
Ｃ接続モードにあるＵＥ２にも送信される。共通論理チャネルとトランスポートチャネル
の組合せを使用してＭＢＭＳ応答要求メッセージをＲＲＣアイドルＵＥ２に送信する。ま
た、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと専用
トランスポートチャネルの組合せを使用してＭＢＭＳ応答要求メッセージをＲＲＣ接続Ｕ
Ｅ２に送信する。ＲＲＣ接続ＵＥ２へのＭＢＭＳ応答要求メッセージ送信は、ＲＲＣアイ
ドルＵＥ２への送信のために使用したのと同じ共通論理チャネルとトランスポートチャネ
ルを使用したり、または、これらチャネルの他の組合せを使用することもできる。
【００６３】
　チャネルの組合せは送信がターゲットとするＵＥ２の動作状態に基づく。使用できるチ
ャネルはその動作状態によって異なる。可能な論理チャネルとしては、ＢＣＣＨ、ＰＣＣ
Ｈ、ＣＣＣＨ、ＤＣＣＨなどの制御チャネルと、ＤＴＣＨ、ＣＴＣＨなどのトラフィック
チャネルが含まれる。可能なトランスポートチャネルとしては、ＢＣＨ、ＰＣＨ、ＲＡＣ
Ｈ、ＦＡＣＨ、ＣＯＣＨ、ＤＳＣＨなどのトランスポートチャネルと、専用トランスポー
トチャネル（Dedicated Transport Channel）ＤＣＨが含まれる。
【００６４】
　図３はＲＲＣアイドルモードとＲＲＣ接続モードとの間でのＵＥ２の動作遷移を示す。
ＲＲＣ接続モードでのＵＥ２の４つの動作状態が図示されるが、具体的にはＣＥＬＬ＿Ｄ
ＣＨ状態、ＣＥＬＬ－ＦＡＣＨ状態、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態である
。図３において、曲線矢印は状態同士間の潜在的な遷移を表す。
【００６５】
　ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態において、ＵＥ２は高容量ＰＳサービスと大部分のＣＳサービス
を受信するために、例えばＤＣＣＨやＤＴＣＨなどの専用論理チャネルを使用して、例え
ばＤＣＨなどの専用トランスポートチャネルを介してデータを送受信する。ＣＥＬＬ＿Ｄ
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ＣＨ状態への遷移はＲＲＣアイドルモードにあるＵＥ２がＲＲＣ接続を設定する場合、ま
たは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＵＥに専用トランスポートチャネルが割り当てられ
る場合に発生する。ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態でＭＢＭＳを受信するＵＥ２はデータボリュー
ムが減少する場合、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に遷移することができ、それ以上のデータ伝
送がない場合は電力消費を低減するためにＣＥＬＬ＿ＰＣＨ、または、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状
態に遷移することができる。ＲＲＣ接続ＵＥ２は提供されるサービスがない場合、ＲＲＣ
アイドルモードに遷移する。
【００６６】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において、ＵＥ２は低容量ＰＳサービスを受信するために、例
えばＤＣＣＨやＤＴＣＨなどの専用論理チャネル及び、例えばＣＣＣＨやＣＴＣＨなどの
共通論理チャネルを使用して、例えばＲＡＣＨやＦＡＣＨなどの共通論理チャネルを介し
てデータを送受信する。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態は、ＲＲＣアイドルモードにあるＵＥ２
がＲＲＣ接続を設定する場合に、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にあるＲＲＣ接続ＵＥがデータボ
リュームの減少により共通トランスポートチャネルに切換える必要がある場合に、または
、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態にあるＵＥがデータを送信または受信する
必要がある場合に発生する。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でＭＢＭＳを受信するＵＥ２は、デ
ータボリュームが増加する場合、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態に遷移したり、または、データ伝
送がない場合、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態に遷移して電力消費を低減す
る。
【００６７】
　ＣＥＬＬ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態にある間、ＵＥ２は電力消費を低減するた
めに不連続受信（ＤＲＸ;Discontinuous Reception）を実施しながら、専用チャネルのう
ち、例えばＰＣＨ、ページングチャネルを受信し、これにより、共通論理チャネルのうち
、論理チャネル、例えばＯＣＣＨが受信可能になる。これらの状態は主にＰＳサービスの
バスティーデータ（bursty data）に主に使われる。
【００６８】
　例えば、ＰＣＨなどのページングチャネル受信を待機することと同じ基本動作が、ＣＥ
ＬＬ＿ＰＣＨとＵＲＡ＿ＰＣＨ状態の双方に適用することができる。しかしながら、ＣＥ
ＬＬ＿ＰＣＨとＵＲＡ＿ＰＣＨ状態はそれらのアップデートサイクルにおいて互いに異な
る。
【００６９】
　ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態にあるＵＥ２はよりよいセルを引き続いて探す。ＵＥ２が高速で
移動中の場合、特に適用することができ、ＵＥ２はＵＴＲＡＮ登録領域（ＵＲＡ;ＵＴＲ
ＡＮ Registration Area）によるセルアップデートを実施する。ＵＲＡは一つのセルより
遥かにに大きい領域単位である。ＣＥＬＬ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態への遷移は
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨまたはＣＥＬＬ－ＤＣＨのＵＥ２のデータ伝送が一時的に中断される
場合に発生する。データ伝送が再開されれば、ＵＥ２はデータボリュームによってＣＥＬ
Ｌ＿ＦＡＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態に遷移する。
【００７０】
　図３に示されたチャネルの組合せによって、ＲＲＣ接続モードＵＥ２はその動作状態に
関係なくＲＮＣ１０からのＭＢＭＳ要求メッセージを受信することができる。好ましくは
、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態にあるＵＥ２に対するＭＢＭＳ応答要求メ
ッセージの送信は、共通論理チャネルとトランスポートチャネルの組合せを使用する。好
ましくは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＵＥ２に対するＭＢＭＳ応答要求メッセージの
送信は、共通論理チャネルとトランスポートチャネルの組合せや、または、専用論理チャ
ネルと共通トランスポートチャネルの組合せを使用する。好ましくは、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ
状態にあるＵＥ２に対するＭＢＭＳ応答要求メッセージの送信は、共通論理チャネルとト
ランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合
せ、または、専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せを使用する。ＣＥ
ＬＬ＿ＦＡＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態の場合でのように、２つ以上のこのようなチ
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ャネルの組合せが可能であれば、ＲＲＣ接続ＵＥ２へのＭＢＭＳ応答要求メッセージを、
同じチャネルの組合せによって送信することができる。
【００７１】
　本発明によれば、ＭＢＭＳに参加したＲＲＣ接続ＵＥ２はＲＮＣ１０からＭＢＭＳ応答
要求メッセージを受信し、ＲＮＣ１０に通知応答メッセージを送信してこれに応答する。
通知応答は選択的に送信されることができる。
【００７２】
　例えば、ＵＥ２はＭＢＭＳが受信可能か否かを判定するようにチェックして、これによ
って通知応答メッセージを送信する。一方、ユーザは、通知応答メッセージが送信される
か否か、及びＲＮＣ１０が無線ベアラータイプを決定するとすぐに通知応答メッセージが
送信されるか、あるいはＲＮＣ１０が無線ベアラータイプを決定した後に通知応答メッセ
ージが送信されるかを任意に決定するが、その場合、通知応答メッセージはポイントツー
マルチポイント無線ベアラーである場合のみに送信される。
【００７３】
　通知応答メッセージには、通知応答メッセージがどのＭＢＭＳに対応するかをＲＮＣ１
０が確認できるようにするＭＢＭＳ ＩＤ情報と、どのＵＥ２が通知応答メッセージを送
信したのかをＲＮＣ１０が確認できるようにするＲＮＣ ＩＤ情報を含む。ＲＮＣ１０は
ＲＲＣ接続ＵＥ２に対してのみＲＮＣ ＩＤ情報を割り当てる。各々のＵＥ２をＲＮＣ１
０に識別させるＲＮＣ ＩＤ情報は、ＵＥの無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ;Radi
o Network Temporary identifier）に基づいて、セルＲＮＴＩを使用してセル単位でＵＥ
を識別したり、または、ＵＴＲＡＮ ＲＮＴＩを使用してＲＮＣ単位でＵＥを識別する。
【００７４】
　ＲＲＣ接続モードにあるＵＥ２はその動作状態によって決定されたチャネルの組合せを
使用して通知応答メッセージを送信する。好ましくは、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿
ＰＣＨ状態にあるＵＥ２に対する通知応答メッセージは共通論理チャネルとトランスポー
トチャネルを使用して送信される。好ましくは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＵＥ２に
対する通知応答メッセージは、共通論理チャネルとトランスポートチャネルの組合せまた
は専用論理チャネルと共通トランスポートチャネルの組合せを使用して送信される。好ま
しくは、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にあるＵＥ２に対する通知応答メッセージは共通論理チャ
ネルとトランスポートチャネルの組合せ、専用論理チャネルと共通トランスポートチャネ
ルの組合せ、または、専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せを使用し
て送信される。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態の場合のように、２つ以
上のチャネル組合せが可能であれば、ＲＲＣ接続ＵＥ２からの通知応答メッセージを、同
じチャネル組合せによって送信することができる。
【００７５】
　特定のＭＢＭＳの各セッションに対して、ＲＮＣ１０はＲＲＣ接続ＵＥ２から受信され
た通知応答メッセージの数をＲＲＣアイドルＵＥ２から受信されたＲＲＣ接続要求メッセ
ージの数に加算して、その合計としきい値を利用してＭＢＭＳ無線ベアラーを設定する。
【００７６】
　図４は、本発明の第１実施形態によりＭＢＭＳを提供するコアネットワーク４に複数の
ＵＥ２を接続したことを示す図である。ＲＮＣ１０はＭＢＭＳに参加するＲＲＣ接続ＵＥ
２をカウントする。図４から破線で図示されたように、ＲＲＣ接続モードにあるＵＥ２は
ＭＳＣ１４とＳＧＳＮ１８の何れかまたは双方との間に接続を持つか、あるいは、全く接
続を持たない。ＵＥ２が専用論理チャネルと専用トランスポートチャネルの組合せを使用
して通知応答メッセージを送信する場合、ＲＮＣはメッセージを送信するＵＥを識別でき
るため、ＲＮＣ ＩＤを省略することができる。
【００７７】
　図４に図示された第１実施形態の方法は、ＲＲＣ接続ＵＥ２がＳＧＳＮ１８と接続を有
するか否かに関係なく、即ちＵＥ２がＰＭＭ接続であるか、または、ＰＭＭアイドルであ
るかに関係なく、受信された通知応答メッセージによって特定のＭＢＭＳに対してＲＲＣ
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接続モードにあるＵＥ２をカウントする。ＲＮＣ１０は複数のＲＲＣ接続ＵＥ２の中の、
ＰＳ接続を有するＵＥ２の数、または、ＰＭＭ接続されたＵＥ２の数をカウントするので
、ＭＢＭＳ応答要求と通知応答メッセージの不要な送信により、無線リソースが浪費され
る。無線リソースが保護できるように、図５に図示された方法が提案される。
【００７８】
　図５は、本発明の第２実施形態によりＭＢＭＳを提供するコアネットワーク４に複数の
ＵＥ２を接続した状態を示す図である。ＲＮＣ１０は図２に示されたのと類似の方法を利
用してＲＲＣアイドルモードにあるか、またはＲＲＣ接続モードとＰＭＭ接続モードの両
方にあるＵＥ２の数をカウントする。ＲＮＣ１０は図４に示されたのと類似の方法を利用
してＲＲＣ接続モードとＰＭＭアイドルモードにあるＵＥ２の数をカウントする。
【００７９】
　受信されたＲＲＣ接続要求メッセージの数はＲＲＣアイドルＵＥ２の数を決める。ＲＲ
Ｃ接続モードにあり、かつＰＭＭ接続モードにあるＵＥ２の数はＳＧＳＮ１８から受信さ
れる情報から決まる。ＭＢＭＳ応答要求メッセージと通知応答メッセージを利用してＲＲ
Ｃ接続モードでＰＭＭアイドルモードにあるＵＥ２の数をカウントする。
【００８０】
　図５に破線で図示されたように、ＲＲＣ接続モードでＰＭＭアイドルモードにあるＵＥ
２はＣＳ接続を持つものもあり、持たないものもある。本発明の第２実施形態は、ＭＢＭ
Ｓ応答要求メッセージを受信したＲＲＣ接続モードにあるＵＥ２は、ＰＭＭアイドルモー
ドにある場合のみに通知応答メッセージを送信するという点で本発明の第１実施形態とは
違う。ＲＲＣ接続でかつＰＭＭ接続モードにあるＵＥ２が通知応答メッセージを不要に送
信するのを防止することにより、無線リソースが保護される。
【００８１】
　図６を参照すれば、例えば、本発明の方法を実施するための携帯電話など、本発明の移
動体通信デバイス１００のブロック図が図示される。移動体通信デバイス１００はマイク
ロプロセッサまたはディジタル信号処理器などのプロセッシングユニット１１０、ＲＦモ
ジュール１３５、電力管理モジュール１０５、アンテナ１４０、バッテリー１５５、ディ
スプレイ１１５、キーパッド１２０、フラッシュメモリ、ＲＯＭまたはＳＲＡＭなどのス
トレージユニット１３０、スピーカ１４５、マイクロホン１５０を含む。
【００８２】
　ユーザは、例えばキーパッド１２０のボタンを押すことにより、または、マイクロホン
１５０を使用する音声活性化により電話番号などの命令情報を入力する。プロセッシング
ユニット１１０は命令情報を受信して処理し、電話番号をダイヤルリングする等の適切な
機能を実施する。メモリユニット１３０から演算データが検索されてこのような機能を実
施することができる。また、プロセッシングユニット１１０はユーザの参照及び便宜性の
ためにディスプレイ１１５上に命令や演算情報をディスプレイすることができる。
【００８３】
　プロセッシングユニット１１０はＲＦモジュール１３５に命令情報を発行して、例えば
音声通信データを含む無線信号を送信することにより通信を初期化する。ＲＦモジュール
１３５は無線信号を受信する受信器と、送信する送信器を含む。アンテナ１４０は無線信
号の送受信を容易にする。無線信号を受信すれば、ＲＦモジュール１３５はこの信号を送
り、かつプロセッシングユニット１１０による処理のためにベースバンド周波数に変換す
る。処理された信号は、例えばスピーカ１４５を介して聴取または読取可能な情報に変換
される。
【００８４】
　ＲＦモジュール１３５は、ネットワーク４からデータを受信し、サービス品質に関連し
た測定結果パラメータをネットワークに送信するように構成され、ストレージユニット１
３０はサービス品質に関連した測定結果パラメータを格納するように構成される。一実施
形態において、プロセッシングユニット１１０は、応答要求を処理し、接続状態に基づい
て以下のように接続応答を生成するように構成されている。すなわち、接続状態が、ネッ
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トワークとの制御データを交換するための接続を移動体端末が持っていないということを
表せば、接続応答に接続要求メッセージを含め、接続状態が、ネットワークとの制御デー
タを交換するための接続を移動体端末が持っているということを表せば、接続応答に通知
応答メッセージを含ませる。他の実施形態において、プロセッシングユニット１１０は、
移動体端末がネットワークと制御データを交換するための接続を持っており、ネットワー
クとパケット交換制御データを交換するための接続を持っていないと接続状態が表す場合
のみ、通知応答メッセージを含む接続応答メッセージを生成するように構成され、移動体
端末がネットワークとパケット交換制御データを交換するための接続を持っていると接続
状態が表す場合は接続応答を生成しないように構成される。
【００８５】
　図７は、本発明の一実施形態に係るＵＴＲＡＮ２２０のブロック図である。ＵＴＲＡＮ
２２０は一つ以上の無線ネットワークサブシステム（ＲＮＳ）２２５を含む。各々のＲＮ
Ｓ２２５は、無線ネットワーク制御器（ＲＮＣ）２２３と複数のノード－Ｂ２２１、また
はＲＮＣ２２３が管理する基地局を含む。ＲＮＣ２２３は、無線リソースの割当と管理を
取扱い、コアネットワーク４に対してアクセスポイントとして動作する。また、ＲＮＣ２
２３は本発明の方法を実施する。
【００８６】
　ノード－Ｂ２２１はアップリンクを介して移動体端末１１０の物理層が送った情報を受
信して、下方リンクを介して端末にデータを送信する。ノード－Ｂ２２１は移動体端末１
００に対してＵＴＲＡＮ２２０のアクセスポイントとして、または受信器、送信器として
動作する。
【００８７】
　ノード－Ｂ２２１は少なくとも一つの移動体端末１００に応答要求メッセージを送信し
て、少なくとも一つの移動体端末から少なくとも一つの接続要求メッセージまたは通知応
答メッセージを受信する。一実施形態において、ＲＮＣ２２３は、受信した接続要求メッ
セージ数と受信した通知応答メッセージ数の合計を所定のしきい値と比較して、比較結果
によって無線ベアラーのタイプを決定する。他の実施形態において、ＲＮＣ２２３はコア
ネットワークとパケット交換制御データを交換するための接続を有する移動体端末１００
の数に対する表示をコアネットワーク４から受信して、コアネットワークとパケット交換
制御データを交換するための接続を有する移動体端末数の合計、受信された接続要求メッ
セージの数、受信された通知要求メッセージの数を所定のしきい値と比較して比較結果に
よって無線ベアラーのタイプを決定するように適応される。
【００８８】
　本発明の方法を採用するＲＮＣとネットワークは、特定のＭＢＭＳに対するＵＥの数を
正確にカウントして適切なＭＢＭＳ無線ベアラーを選択することができ、これによって無
線リソースの効率を増大させることができる。本発明はＭＢＭＳに参加するＵＥが全ての
状況でサービスを提供受けられるように保障する。特に、本発明の方法は、ＰＳ接続を持
たないＲＲＣ接続ＵＥのカウンティングを可能にした。従来の方法では、ＭＢＭＳを受信
しようとするＵＥをＵＴＲＡＮがカウントする際、カウントすることができなかった。
【００８９】
　当業者には、例えばプロセッサ１１０やその他のデータまたはディジタル処理デバイス
を単独に、または、外部支援ロジックと組合せして使用することによって、本発明の好ま
しい実施形態が容易に実現できることは自明である。
【００９０】
　本発明は、移動体通信の内容で記述されたが、本発明は無線通信能力を備えるＰＤＡや
ラップトップコンピュータなど、移動体デバイスを使用する任意の無線通信システムで使
用することができる。また、本発明を説明するために特定の用語を使用したことは本発明
の範囲をＵＭＴＳ等の特定のタイプの無線通信システムに限定しようとしたのではない。
本発明は、例えばＴＤＭＡ、ＣＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＷＣＤＭＡなど、互いに異なるエアー
インターフェース及び／または物理層を使用するその他の無線通信システムにも適用可能
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である。
【００９１】
　標準プログラミング及び／または工学技術を使用してソフトウェア、ファームウエア、
ハードウェアまたはこれらの任意の組合せを生成する方法、装置または製造物が好ましい
実施形態として実現される。本明細書に使われた“製造物”という用語は、ハードウェア
ロジック（例えば、集積回路チップ、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）、Ａ
ＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）等）、または、コンピュータ読取
可能媒体（例えば、磁気ストレージ媒体（ハードディスクドライブ、フロッピー（登録商
標）ディスク、テープ等）、光ストレージ（ＣＤ－ＲＯＭ、光ディスク等）、揮発性と不
揮発性メモリデバイス（ＥＥＰＲＯＭ、ＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ
、ファームウエア、プログラマブルロジック等））で実現されるコード、または、ロジッ
クを称する。
【００９２】
　コンピュータ読取可能媒体にあるコードはプロセッサによりアクセスされて実行される
。好ましい実施形態が実装されるコードはまた伝送媒体を介してまたはネットワークに対
してファイルサーバーからアクセスされる。このような場合、コードが実装される製造物
はネットワーク伝送ライン、無線伝送媒体、空間を通して電波する信号、無線波、赤外線
信号などの伝送媒体を含む。勿論、当業者であれば本発明の範囲を外れない範囲でこのよ
うな構成に多数の変更事項を設けることができ、製造物は当業界に知られた任意の情報を
含む媒体を含むということを理解するはずである。
【００９３】
　図面に図示された論理実現は特定の順序として発生する、特定の演算である。代替的な
実装では、特定の論理演算を、他の順序で実施したり、変形したり、または、除去するこ
とができ、本発明の好ましい実施形態を変らず実現することができる。また、上述したロ
ジックにステップを付加することもでき、それでも本発明の実施形態に変らず従うことが
できる。
【００９４】
　本発明は、ＭＢＭＳサービスを提供する移動体通信システムに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】従来のＵＭＴＳネットワーク構造のブロック図である。
【図２】従来の方法によりＭＢＭＳを提供するコアネットワークに複数のＵＥを接続した
ことを示す図である。
【図３】移動体端末のＲＲＣ状態遷移を示す図である。
【図４】本発明の第１実施形態によりＭＢＭＳを提供するコアネットワークに複数のＵＥ
を接続したことを示す図である。
【図５】本発明の第２実施形態によりＭＢＭＳを提供するコアネットワークに複数のＵＥ
を接続したことを示す図である。
【図６】本発明の一実施形態によってネットワークからサービスを受信する移動体通信デ
バイスを示す図である。
【図７】本発明の一実施形態により移動体端末にサービスを送信するネットワークを示す
図である。
【符号の説明】
【００９６】
　２…移動体端末、４…コアネットワーク、６、２２０…ＵＴＲＡＮ、８、２２５…無線
ネットワークサブシステム（ＲＮＳ）、１２、２２３…ノードＢ、１４…移動体スイッチ
ングセンター、１６…ゲートウェイ移動体スイッチングセンター、１８…サービングＧＰ
ＲＳ支援ノード（ＳＧＳＮ）、２０…ゲートウェイＧＰＲＳ支援ノード（ＧＧＳＮ）、２
２…ビジター位置レジスタ（ＶＬＲ）、２４…溝位置レジスタ（ＨＬＲ）、１０５…電力
管理モジュール、１００…移動体通信デバイス、１１０…プロセッシングユニット、１１
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５…ディスプレイ、１２０…キーパッド、１３０…ストレージユニット、１３５…ＲＦモ
ジュール、１４０…アンテナ、１４５…スピーカ、１５０…マイクロホン、１５５…バッ
テリー、２２３…無線ネットワーク制御器（ＲＮＣ）

【図１】 【図２】
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